　「Incident in Necrom」訳本

　「Necrom事件」

　Jonquilla Bothe著述
　「話は簡単なのです」Phlaxithは、まるで彫像のように強張った、その思い詰めた顔付きで切り出した。「誰もが知っているように、街の西方の共同墓地には邪悪な魔物がはびこっているのです。しかも何年にも亘って。もう、人々は慣れてしまいました。陽の光でもって仲間の死体を掘り出すと、MasserとSecunda〔※１〕が空に昇って邪悪な魔物が来る前に逃げ出すのです。そうして餌食になるのは、よほど間の抜けた人か余所者だけでしょうね」
　「それなら、その厄介者たちを追い出してしまうのが自然だと思うけどね」背丈のある中年女Nitrahは、その冷たく光る瞳と薄い唇でもって笑ってみせた。「それで、お仲間を助ける金は何処に在るっていうのさ？」
　「寺院から出ます。共同墓地の近くに新しく修道院を開くつもりらしく、それで魔物を一掃しておく必要が在るのです。それで報酬を出してくれるものですから、私は引き受けることにしたのです。ただし、報酬は私の仲間内で山分けということで。そういう訳で、あなたを見つけ出したのです。聞けば、Nitrahさん、あなたはMorrowindで一番の剣士なのでしょう？」
　Nitrahは非常に不快な微笑みを返してみせる。
　「それにOsmic、あんたもね。名の知られた夜盗で、でも一度もブタ箱に叩き込まれてないんだって？」

　その非難を否定するかのように口ごもった後に、それから禿頭の青年はニッコリと笑い返してみせる。「俺は、あんたの行く必要がある所に連れて行こうと思っているだけさ。まあ、自分のする必要があることを、それをするのは、あんた次第だけどね。俺は実戦にゃ向いちゃいないからね」
　「Nitrahさんにも私にも手の負えない事に関しては、Massithaが勇気を示してくれるはずです」そう言ってPhlaxithは、パーティーの四人目の方に顔を向けた。「彼女は、その素晴らしい魔力と技術でもって知られる魔術師です」
　丸っこい顔とドングリまなこの外見が、Massithaを無邪気そうに仕立て上げている。NitrahとOsmicは不安げな視線を彼女に送ると、とりわけ、共同墓地に付きまとう例の魔物たちの説明をPhlaxithがするのに合わせて恐怖に満ちていくMassithaの顔付きを見詰めていたのであった。生まれてこの方、どんな逆境にも彼女は立たされた事が無いのは明白であった。もしも彼女が生き残るならば、そう彼らは自分に言い聞かせたものである。それは非常に驚くべきことであるだろう、と。
　日暮れの墓地へと二人組になってトボトボと歩きながら、一行は新しい仲間に質問をしてみた。
「吸血鬼は汚らしい連中よ」Nitrahは言った。「病気だって、たくさん。そうでしょう？　みんな西の方には近付くなって言うわ。だって、連中ときたら、その呪いも他の厄介事も一切合財、見境なく移しちまうんだからね。この辺では、さして酷くも無いけど、でも、連中にやられた傷を放っておく積もりは無いでしょうね？　私達の誰かが少しでも怪我したら、それを回復する魔法は知っているんでしょうね？」
　「少しなら。でも、あたし治療師じゃないから」素直にMassithaは答える。
　「それなら、攻性魔法の方は？」Osmicが尋ねる。
　「うんと近くなら、少しはダメージを与えられるよ。でも、どっちも得意じゃないんだ。あたしが得意なのは、そう、幻影魔法なの」
　墓地の門が見えてくるまで、NitrahとOsmicの二人は、顔を見合わせて不安を剥き出しにしているのであった。数多の廃墟と砕け散った歩道の山との間を縫って、何やら影は蠢き幽霊は彷徨っている。それは迷宮ではなかった。墓石さえ見なければ、それは崩壊寸前の墓地と言って差し支えない代物であり、まったくもって異様な風采を放っていたのである。視界に広がるのは、第二時代からCyrodiilの下級役人を埋葬してきた霊廟であり、いささか異国情緒を漂わせながらも、勢力の衰退を思わせるお世辞ばかりのDunmerの墓とも調和を保っているのである。
　「ビックリする位に役立つジャンルなのよ」NitrahとOsmicの二人に反論するように、Massithaは囁いてみせる。「実を言えば、このジャンルが関係しているのは、物理的構成を変えずに物体の知覚を変えるための魔法能力だけなの。例えば、暗闇を投げ掛けたり空気から音や匂いを移したりする感覚の情報を移動させるなら。そうすると――」
　不意に赤髪の吸血鬼が闇から躍り出るとPhlaxithを背後に押し遣る。素早く抜刀するNitrahだが、それよりもMassithaの方が速かった。彼女の手の一振りによって、Phlaxithの喉元の数インチにまでアギトを伸ばさんとしていた怪物は、あたかも凍り付いたかのように身動きを止めたのである。Phlaxithは剣を抜き払って、そこに、とどめを刺す。
　「あれは幻影かい？」Osmicが尋ねる。
　「もちろん」Massithaはニッコリと笑う。「吸血鬼の姿は変えていないの、ただ、その動作を弄っただけ。あたしの言うように、ビックリする位に役立つジャンルでしょう？」

　瓦礫になった歩道の山をよじ登って、四人は地下聖堂の門前に出た。Osmicが錠を外して毒の罠を無効化する。魔術師の作り出す光の波は埃に塗れる廊下の闇を一掃して、そこに住まう者達を照らし出す。ほぼ直後に、血を求めて吼え唸る二人の吸血鬼との戦闘に突入したのである。
　しかし、その最初の二人が打ち倒されるや否や、すぐさま新たな敵が襲い掛かってくる。彼らは並外れて力の強いタフな戦士であるけれど、PhlaxithとNitrahの剣とMassithaの麻痺魔法とは、その隊列を切り崩していく。Osmicさえも戦いに加わっていた。
　「なんてムチャクチャなの」ようやく戦闘が終わり、Massithaは喘ぎながらも息を吐ける。
　「Quarra、吸血鬼の中でも一等に獰猛な血統です」Phlaxithが言う。「一人残らず見つけて駆除せねばなりません」
　一行は地下聖堂を進んで行くと、更に魔物たちを狩り立てていった。彼らの外見は各々に異なっていたものの、その力と獲物である爪を頼みの綱にしているようであり、その戦闘スタイルも微妙に異なっていたのである。霊廟に巣食う魔物を残らず捜して討伐すると、ようやく四人は地上に戻ってきた。日の出まで、一時間に迫ろうとしていた。
　もはや、吼え唸る叫びは無い。一行に襲い掛かってくる者も無い。そして、その最後の攻撃は、冒険者たちの全く思いも寄らないものであったのである。
　ほとんど共同墓地から出ようとする所で一行が和やかに報酬の分配について喋っている時まで、その古の魔物は待っていたのだ。誰が一番の脅威となるか彼は慎重に見極めると、そして魔術師を目掛けて駆け出していった。もしもPhlaxithが背後の門に注意を向けなかったならば、悲鳴を上げるまでもなく彼女は細切れにされていたであろう。
　一個の岩に向けてMassithaを押し倒すと、その爪でもって彼女の背中を引き裂かんとしたけれど、しかし、Phlaxithからの剣の一振りを防ぐために動きを止めなければならなかった。だが、彼は、この企みを残忍な方法でもって達成してみせた。つまり、Phlaxithの腕を付け根から引き裂いたのである。すぐにOsmicと Nitrahは臨戦態勢に入ったけれど、劣勢に立たされていることを認めねばならなかった。弱々しく血を流したMassithaが岩の残骸の陰から姿を現して、そして戦闘は新たな局面を迎える。彼女の作り出した火球をぶつけられて怒り狂った魔物は、彼女の方に向かって行ったのである。その隙を逃がさずに、Nitrahは抜刀して吸血鬼の首を刎ねたのであった。
　「そう言えば、攻性魔法も少しは使えるんだったね」Nitrahは言う。
　「それに、治癒魔法も」弱々しく彼女は答える。「でも、あたし、Phlaxithを助けられないわ」
　彼女たちの前で、戦士は血に汚れて死に絶えている。三人は口数少なに、夜明けの薄明が照らし出すNecromへの田舎道を歩いて行く。一足ごとに少しずつ氷が体中に広がるような麻痺の感覚に合わせて、Massithaの背中の傷の痛みも強まってくる。
　「治療師のところに行かなくちゃ。病気になってるかも知れない」街に着くと彼女は切り出した。

　「＜蛾と火＞亭で、明日の朝に落ち合いましょう」Nitrahは答える。「寺院に行って報酬を貰って、そこで分けるから」
　それから三時間後、Osmicと Nitrahは宿屋の一室に陣取って、嬉しそうに何度も金貨を数え上げていた。三人分に山分けしても、それでも充分な量である。
　「もしも治療師の奴がMassithaに何も出来なかったら、どうなるだろうなぁ？」夢見るようにOsmicは微笑む。「中には、それと分からない病気も在るんだからな」
　「何か玄関で音がしなかったかい？」口早に尋ねるNitrahだが、しかし、目を遣っても誰も居ない。後ろ手にドアを閉めて戻ってくる。「そのまま治療師のところに行ったんなら、Massithaは助かると思うよ。でも、このまま金貨を持って今夜中にトンズラすることも出来るがね」
　「あの哀れな魔術師殿に、末期の酒くらいは飲ませてやろうぜ」そう言うと、Nitrahを連れて部屋を抜けると階段を降りていく。
　Nitrahは笑ってみせる。「あの幻影魔法とやらも、あたし達を見つけるのには役立ちゃしないし。口を酸っぱくして言ってる割には使えないものね。麻痺も明かりも沈黙も、どれも敵を前にしなくちゃ意味の無いものばかり」
　彼らは背後のドアを閉める。

　「不可視っていう幻影魔法も在るの」中空からMassithaの声が響く。テーブルに置かれた金貨が持ち上げられると、それは彼女の見えない財布に滑り落ちて消えていった。ドアは再び開けられ閉じられ、そして、OsmicとNitrahの戻ってくる数分後まで、全ては静寂に包まれていたのであった。
　訳注

　※１　TESの世界では大小の二個の月が存在しており信仰の対象になっている。MasserとSecundaは、それぞれ大月と小月の神の名称。
